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生研昌ユース
　　　　　　塗位微分型自記遽度計の試作

　薗動車の加速試験，、楕行試験，ブレーキ試験等の試験

奪行う揚合に加速，楕行または制動を開始レた時刻から

の攣位と時間との關係をストップウオッチ，および巻尺

で測定して亭均の加速度，滅速度を求めるのが普通であ

るが，これにはかなりの誤差がともない，また人手を多

く要する．

　また第五輪を使用してその回韓角度從つて自動車の攣
位と時間との關係を自記させる方法も，しばしば角いら

れるが，加速度，減速度を求めるには結果を二度徴分せ

ねばならず，結果の整理に手数を要し，かつ精度に不安

がある．・またブレーキ試験の揚合には最大減速度の大い

さが約0・79程度になるQで・自記加速度計を使用して

直接減速度と時間との關係を得ることができるが，加速

試験および楕行試験のときの李均の加速度または減速度

の値はそれぞtv　O．039および一一〇．019程度の場合が多い

ので，道路の凹凸その他による車髄の姿勢の攣化や前後

方向の振動による週期的な加速，減速にじやまされて，

信頼ができる結果を得ることはかなり困難である．この

ような揚合に自記速度計を用いて速度，L時間との關係を

得ることができれば最も好都合である．

　走行中の自動車の上で使用できる適當な自記速度計が

見當らなかつたのでジ平尾研では機械酌微分機溝を用い

た自記速度計を試作した．この機構は廻輔圓板Aと，ね

じを切つた軸Bにはめ込まれかつ廻轄圓板Aに押しつ
けられて廻韓するローラーCより歳るもので，今五，B，

Cの毎分廻韓敷をnA）nB，　nc7軸Bに切つたねじの
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◇本誌もこれで満3年を経過した．
本誌を介して，生研における各種の
有釜な研究結果が工業界に利用され
畿行目的の「工學と工業とを結びつ
ける」効果が相當にあげられたもの
と思う．編集方針について，しばし
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改善してきたが，研究の傍らの仕事
でもあり讃者諸氏に十分満足してい
ただけたかどうか心配である．
◇本號には，幾つかの基礎的研究を
取り入れてみた．難解な問題をでき
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ぜッチをPM，ローラーCが廻韓圓板Aと接する黙とA

の中心との距離をノmとすると，勿＝ncとなつた揚合

にdx／dt’＝　Oとなり，圓板Aの毎分廻韓数π五を一定に

保つておけば，x．は軸Bの毎分廻鯨撒πβに比例する．

すなわち軸Bの回韓角が走行

距離に比例するようにしてお

けば，Xの値は速度に比例す

’ることに二なる．また〃、8≒πo

であ・搬には髪一（nA一

　　　　　　　　　ノnc）P・またnc　＝nAzr（但し

rはローラe・…の牛裡），從つて

翻…伽但し・一解

今自動車の速度が時問と共に

憂化している揚合には一般に
弛＝ノ（t）　　　　とすると上式の一般解は
・－e－・・t｛pl8…t・f（・）d（＋c・｝・な・・f（t）蹴とす・と

t－0で。＝Oなる揚合には。－P＝　tz｛t－！（11e－・’）｝

　　　　　　　　　　　　　　　α　　　　　α

となり1，’α分の指示のおくれが隼ずることになる．この

おくれを小にするにはαを大にすればよいからP，　nAを

大にしrを小にすればよい．
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　猷流スペクトルの測定

　風洞の吹出口におかれたジ

エット⑤の附近の飢れを熱線

風速計⑪で測定する．グラフ

は測定例．（観れが大きいほど

パルス間隔は狭い．）　　．
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